
客
諭「

大
名
評
判
記
」
諸
本
の
比
較
検
討

は
じ
め
に

杉
　
岳
志

　
二
〇
〇
五
年
度
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
「
大
名
評
判
記
（
」
と
称
す
べ
き
一
連
の
書
物
に

は
書
写
関
係
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
。
元
禄
期
の
大
名
を
描
い
た
史
料
と

し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
『
土
芥
冠
雌
記
』
を
含
め
、
大
名
評
判
記
に
は
先
行
す
る
書
か
ら

の
情
報
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

一
の
書
名
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
今
年
度
の
共
同
研
究
を
通

じ
て
わ
か
っ
て
き
た
。
「
大
名
評
判
記
」
を
史
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
も
、
個
々
の
書
物

の
成
立
事
情
や
性
格
が
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
こ
う
し
た
課
題
に
答
え
る
べ
く
、
『
武
家
諌
忍
記
（
』
・
『
武
家
勧
懲
記
し
』
・
『
土
芥
憲

離
記
（
』
・
『
諌
懲
記
後
正
］
の
比
較
検
討
を
行
う
。
如
孟
子
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諫
忍
記
』

の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
望
月
良
一
匹
が
検
討
し
、
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』
へ
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
一
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

『
武
家
勧
懲
記
後
正
』
は
こ
れ
ま
で
に
実
見
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら

対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
比
較
検
討
と
い
っ
て
も
、
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
ひ
と
つ
の
試

み
と
し
て
、
『
武
家
諌
忍
記
』
か
ら
『
諫
懲
記
後
正
』
ま
で
登
場
し
続
け
る
伊
勢
国
桑
名
藩
主

松
平
定
重
を
素
材
と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
同
じ
人
物
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
書
物
に
ど
れ
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
か
、
ど
の
書
物
と
ど
の
書
物
が
近
接

し
た
関
係
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
比
較
は
、
同
名
の
書
物
間
の
比
較
（
1
ー
ヨ
コ
の
比
較
）
と
異
な
る
書
名
の
書
物
間
の
比
較

（
1
ー
タ
テ
の
比
較
）
の
．
一
本
立
て
で
行
う
。
こ
れ
ま
で
『
土
芥
冠
離
記
』
と
『
諌
懲
記
後
正
』

は
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
し
か
検
討
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ヨ
コ
の
比
較
は
『
武
家
諫
年
記
』
と

『
武
家
勧
懲
記
』
の
み
で
実
施
し
た
。
『
諌
懲
記
後
正
』
の
ヨ
コ
の
比
較
は
後
日
を
期
し
た
い
。

『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
比
較

　
ま
ず
は
、
『
武
家
諫
忍
記
』
間
の
ヨ
コ
の
比
較
を
行
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
武
家
諌
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

記
』
諸
本
の
う
ち
、
最
も
早
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
聖
藩
文
庫
本
〔
の
記
事
を
次

に
引
用
し
ょ
う
。

【
史
料
一
】
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』

　
一
松
平
越
中
守
源
定
重

紋
①
梅
鉢

本
國
参
河
、
耐
．
生
下
野
、
本
氏
久
松
、
摂
津
守
定
長
之
養
子
、
實
ハ
河
内
守
定
頼
ノ
三
男
也
、

居
城
勢
州
桑
名
、
本
知
拾
壼
万
石
余
、
新
地
開
諸
運
上
課
役
懸
リ
物
等
外
五
萬
八
千
五
百
石

園
、
米
穀
生
心
共
二
吉
、
③
年
貢
所
納
言
ツ
ヨ
リ
七
ツ
半
弓
、
大
形
下
物
ナ
リ
、
家
中
へ
四

ツ
、
国
役
ツ
ヨ
シ
、
在
江
戸
之
年
人
肉
扶
持
、
外
摸
合
有
、
地
禽
獣
魚
柴
喫
驚
、
城
塞
邊
甚

繁
昌
、
武
士
壁
土
ハ
ニ
不
窮
、
家
士
之
風
俗
吉
、
土
地
上
々
、
城
本
国
ノ
東
北
、
舩
着
、
諸
事

自
由
叶
、
家
老
久
松
・
服
部
・
吉
村
、

定
重
武
勇
ヲ
好
、
甚
強
シ
テ
、
弓
馬
ヲ
タ
シ
ナ
ミ
、
和
歌
ヲ
楽
日
ス
、
利
根
自
明
ナ
ル
事
甚

過
タ
リ
、
美
児
ヲ
愛
セ
ル
、

　
愚
説
義
日
、
武
勇
弓
馬
ノ
道
嘉
元
ヨ
リ
武
門
ノ
業
、
不
学
不
可
有
、
ニ
ツ
之
有
品
、
所

　
謂
以
道
先
ト
シ
、
以
武
後
ス
ル
者
可
也
、
何
ソ
転
院
ン
テ
無
道
不
可
然
、
血
氣
之
將
ト

　
云
ヘ
シ
、
和
歌
学
何
之
益
カ
ア
ラ
ン
、
國
家
ノ
政
ノ
却
而
邪
魔
ト
成
ヘ
シ
、
其
徳
有
ヲ

　
慮
テ
、
其
利
二
近
カ
ラ
ン
方
二
三
ヒ
モ
ト
ツ
ク
ヘ
シ
、
是
ヲ
慮
ノ
人
ト
云
ナ
リ
、
無
益

　
ヲ
己
力
業
ト
ス
ル
ハ
愚
慮
ノ
人
ト
云
ヘ
シ
、
退
テ
案
ス
ル
ニ
、
相
違
有
事
ヲ
コ
ノ
書
ヲ

　
見
人
気
へ
給
、
勇
有
態
ヲ
学
ハ
ン
ニ
、
量
和
歌
ヲ
好
ン
ヤ
、
古
へ
頼
政
或
平
忠
度
経
盛

　
　
コ
ト
キ
ノ
訊
抜
行
跡
ヲ
鑑
ミ
給
ン
ヤ
ヲ
ホ
ツ
カ
ナ
シ
、
外
二
和
ヲ
用
、
内
二
勇
ヲ
用
之
、

　
謀
事
ヨ
ク
々
功
者
ノ
士
ニ
タ
ツ
ネ
給
へ
、
（
傍
線
及
び
丸
番
号
引
用
者
。
以
下
同
様
）

　
こ
の
記
事
を
基
準
と
し
て
、
他
の
『
武
家
諌
忍
記
』
と
の
異
同
を
比
較
し
て
ゆ
こ
う
。

　
一
点
日
は
①
の
家
紋
で
あ
る
。
聖
藩
文
庫
本
で
は
桑
名
藩
久
松
松
平
家
の
家
紋
を
「
梅
鉢
」

と
す
る
が
、
こ
れ
は
大
半
の
書
に
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
聖
藩
文
庫
本
以
外
で
「
梅
鉢
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
対
馬
本
の
み
で
、
養
賢
堂
本
・
東
北
大
図
書
館
本
・
三
面
館
A
本
・

同
B
本
・
村
上
文
庫
本
は
い
ず
れ
も
「
六
ツ
星
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
池
田
本
で
は
家

紋
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
。
前
後
の
大
名
の
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
書
写
時
の
ミ

ス
で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

卜1
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次
に
②
の
生
ま
れ
に
着
日
す
る
と
、
「
下
野
」
と
す
る
の
が
聖
藩
文
庫
本
・
池
田
本
・
対
馬

本
、
「
武
州
」
と
す
る
の
が
養
賢
堂
本
・
東
北
大
図
書
館
本
・
興
学
館
A
本
・
同
B
本
・
村
上

文
庫
本
で
あ
る
。
①
・
②
か
ら
、
「
梅
鉢
」
・
「
下
野
」
と
「
六
ツ
星
」
・
「
武
州
」
の
．
↓
グ
ル
ー

プ
に
大
別
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
．
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
細
分
化
す
る
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
③
の
傍
線
部
で

あ
る
。
聖
藩
文
庫
本
で
は
「
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
半
迄
（
傍
点
引
用
者
。
以
下
同
様
）
」

と
あ
る
傍
点
部
の
数
字
が
、
池
田
本
・
対
馬
本
・
興
譲
館
A
本
・
同
B
本
で
は
「
七
ツ
八
ツ
」
、

養
賢
堂
本
・
東
北
大
図
書
館
本
・
村
上
文
庫
本
は
「
七
ツ
」
と
な
っ
て
い
る
。
①
・
②
と
合

わ
せ
る
と
、
聖
藩
文
庫
本
（
以
下
、
聖
藩
文
庫
本
系
）
／
池
田
本
・
対
馬
本
（
以
下
、
池
田

本
系
）
／
興
譲
館
A
本
・
同
B
本
（
以
下
、
興
野
倉
本
系
）
／
養
賢
堂
本
・
東
北
大
図
書
館

本
・
村
上
文
庫
本
（
以
下
、
養
賢
堂
本
系
）
と
い
う
四
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ

う
。
以
下
、
こ
の
分
類
に
従
っ
て
検
討
し
よ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
続
い
て
「
愚
評
義
」
の
部
分
を
見
て

み
た
い
。
池
田
本
の
「
愚
評
義
」
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。

【
史
料
二
】
池
田
本
『
武
家
諌
忍
記
』

愚
評
義
日
、
武
勇
弓
馬
之
道
外
元
來
武
門
二
生
レ
テ
可
嗜
要
椹
ナ
リ
、
和
歌
ヲ
詠
ス
ル
事
、

今
日
本
ニ
テ
禁
裡
公
家
方
二
業
二
成
テ
、
ヒ
ト
ヘ
ニ
可
捨
義
ニ
ハ
非
ス
、
最
志
ヲ
見
慮
ス
ル

ト
キ
ハ
風
流
ニ
シ
テ
最
ヤ
サ
シ
、
和
歌
二
六
義
ア
リ
、

興
、
五
日
雅
、
六
日
頒
、
然
則
不
可
モ
ロ
惜
シ
、

非
ス
、
徒
二
有
ヘ
キ
ヨ
リ
ハ
増
シ
欺
、
利
根
獲
明
過
タ
ル
事
月
評
義
二
及
ス
、

テ
過
ル
ハ
大
二
誠
ル
法
也
、
但
文
之
道
ヲ
不
知
時
ハ
必
血
氣
ノ
勇
將
ト
云
ナ
ル
ヘ
シ
、

日
、
回
心
害
巳
、
利
只
傷
身
此
ナ
リ
、
是
ヲ
以
可
考
、

如
ク
成
ヘ
シ
、

　
　
一
日
風
、
二
日
賦
、
三
日
比
、
四
日

サ
レ
共
朝
夕
家
業
ニ
シ
テ
翫
フ
ヘ
キ
ニ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
根
二
迷
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
公

　
　
過
タ
ル
ハ
不
及
二
近
ト
論
語
二
見
ル

　
一
読
す
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
聖
藩
文
庫
本
の
「
愚
評
義
」
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
聖
藩
文
庫
本
は
「
和
歌
学
何
自
益
カ
ア
ラ
ン
、
國
家
ノ
政
ノ
却
而
邪
魔

ト
成
ヘ
シ
」
と
和
歌
を
否
定
的
に
評
価
す
る
の
に
対
し
、
こ
の
池
田
本
は
「
和
歌
ヲ
詠
ス
ル

事
、
今
日
本
式
テ
禁
裡
公
家
方
罷
業
二
成
テ
、
ヒ
ト
へ
話
題
捨
義
ニ
ハ
非
ス
、
薄
志
ヲ
見
慮

ス
ル
ト
キ
ハ
風
流
ニ
シ
テ
最
ヤ
サ
シ
」
と
必
ず
し
も
和
歌
を
学
ぶ
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
和
歌
に
対
す
る
肯
定
的
な
捉
え
方
は
対
馬
本
及
び
秘
記
館
本
系
・
養
賢
堂
本
系

で
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
「
愚
評
論
」
部
分
は
聖
藩
文
庫
本
系
と
池
田
本
系
以
下
の
．
一
つ
に
大

別
で
き
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
聖
藩
文
庫
本
系
と
他
の
諸
本
の
違
い
を
示
す
の
が
【
史
料
一
】
の
④
の
部

分
で
あ
る
。
聖
藩
文
庫
本
は
「
士
民
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
諸
本
は
「
土
民
」

と
な
っ
て
い
る
。
「
士
民
共
闘
」
の
「
二
」
は
「
士
と
民
は
共
に
」
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
た

「
二
」
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
は
「
士
民
」
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
時
点
で
「
士
民
」
が
「
土
民
」
と
誤
写
さ
れ
、
そ
れ
が
引
き
継
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
、
一
点
か
ら
、
①
遷
客
文
庫
本
系
を
下
敷
き
に
し
て
書
き
換
え
・
誤
写
が
な
さ
れ
、

池
田
本
系
以
下
が
成
立
し
た
ケ
ー
ス
（
両
者
の
間
に
直
接
の
関
係
が
存
在
す
る
。
【
一
一
】
）

と
、
②
原
『
武
家
諌
官
記
』
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
和
歌
に
否
定
的
で
「
士
民
」
と
正
し
く

書
写
し
た
聖
藩
文
庫
本
系
と
和
歌
を
許
容
し
「
土
民
」
と
誤
写
し
た
池
田
本
系
以
下
と
に
分

岐
し
た
ケ
ー
ス
（
聖
戦
文
庫
本
系
と
池
田
本
系
以
下
の
間
に
直
接
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。
【
図

二
】
）
と
い
う
、
一
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
図
一
，
】

　
⊃
系
　
民
二
士
庫
一
器
　
（

　
D
か
　
民
ほ
　
土
系
一
器
　
（

【
図
二
】

忍
諫家

武
『
原

不歌謡調
D民吐呪

かほ系本
田池

α
D

歌
一
坐
仕

系
本刷文藩画

幅
D

霜
月
芝
葺

　
で
は
、
聖
藩
文
庫
本
系
以
外
の
諸
系
統
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

鍵
と
な
る
の
が
、
「
生
国
」
の
違
い
で
あ
る
。
生
国
は
先
述
の
通
り
、
「
下
野
」
と
す
る
聖
藩

文
庫
本
系
・
池
田
本
系
と
「
武
州
」
と
す
る
高
等
館
本
系
・
養
賢
堂
本
系
と
い
う
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。
生
国
を
「
下
野
」
と
す
る
聖
岳
文
庫
本
系
が
早
い
段
階
で
成
立

し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
生
国
が
書
写
を
通
じ
て
「
武
州
」
↓
「
下
野
」
へ
と
変
化

し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
道
警
館
本
系
・
養
賢
堂
本
系
↓
池
田
本
系
と
い
う
流
れ
を
想
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
は
興
譲
館
本
系
・
養
賢
堂
本
系
が
聖
藩
文
庫
系
に
直
接
結
び
つ

く
可
能
性
は
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
池
田
本
系
と
興
譲
館
本
系
・
養
賢
堂
本
系
は
「
愚
評
義
」

部
分
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
聖
藩
文
庫
本
系
に
繋
が
る
と
い
う
事

態
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
①
池
田
本
系
を
下
敷
き
に
し
て
興
譲
館
本
系
・
養
賢
堂

本
系
が
成
立
し
た
か
（
【
図
三
】
）
、
②
和
歌
に
対
す
る
評
価
を
改
め
た
別
の
本
が
存
在
し
、
池

餅1
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田
本
系
と
垂
紐
玄
馬
系
・
養
賢
堂
本
系
に
分
岐
し
た
の
か
（
【
図
四
】
）
の
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
。

【
図
三
】

D野下
国
生
σ系

本
田
池

【
図
四
】

系
本堂
賢
養
■系

本館譲興

ω
　
武
国

吐
（

改
心

に
　
一

○
本
邸
た

禾
　
め

鋤穆

国

系
下
本
国

　
　
　
網

田
吐

　
　
　
里

池
一

　
興
譲
豆
本
系
と
養
賢
堂
本
系
の
関
係
は
、
松
平
定
重
の
項
か
ら
だ
け
で
は
は
っ
き
り
と
わ

か
ら
な
い
。
「
年
貢
上
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
八
ツ
マ
テ
」
と
い
う
数
字
が
池
田
本
系
と
一
致
す
る

の
は
翫
具
館
本
系
だ
が
、
「
城
下
繁
昌
」
と
い
う
記
載
が
、
こ
の
三
系
統
の
う
ち
興
譲
館
本
系

だ
け
「
城
本
繁
昌
」
と
な
っ
て
い
る
（
。
興
譲
館
本
系
↓
養
賢
堂
本
系
と
い
う
流
れ
を
想
定
す

れ
ば
「
城
下
」
の
部
分
が
、
養
賢
堂
本
系
↓
興
譲
常
本
系
と
い
う
流
れ
を
想
定
す
れ
ば
「
七

ツ
八
ツ
」
の
部
分
が
矛
盾
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
両
系
統
は
恐
ら
く
並
列
的
な
関
係
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
池
田
本
系
か
、
あ
る
い
は
【
図
四
】
に
示
し
た
よ
う
に
ま
た
別
の
本
を
下

敷
き
に
し
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
内
で
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
よ
う
。
池
田
本
と
対
馬
本
の
問

に
は
表
記
程
度
の
違
い
し
か
見
ら
れ
ず
、
内
容
上
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
【
史
料
二
】
で
傍

線
を
引
い
た
「
和
歌
二
六
義
ア
リ
、
一
日
風
、
二
日
賦
、
三
日
比
、
四
日
興
、
五
日
雅
、
六

日
類
、
然
並
置
學
モ
ロ
惜
シ
」
は
池
田
本
と
対
馬
本
の
み
に
見
ら
れ
る
一
節
で
、
こ
の
両
者

が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
対
馬
本
は
野
本
禎
司
氏
が
第
三
班
の
総
論
で

詳
述
し
て
い
る
よ
う
に
寛
文
年
間
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
お
り
、
他
の
『
武
家
諌
忍
記
』
よ

り
も
後
年
の
状
況
に
即
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
馬
本
は
池
田
本
よ
り

も
後
に
成
立
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
対
馬
本
は
池
田
本
そ
の
も
の
を
下
敷
き
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、

池
田
本
に
欠
け
て
い
る
家
紋
の
「
梅
鉢
」
が
対
馬
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
対
馬
本

は
池
田
本
以
外
を
底
本
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
定
重
の
家
紋
だ
け

が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
調
べ
て
記
載
し
た
と
い
う
事
態
も
十
分
に
想
定
可
能
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
い
ず
れ
と
も
断
言
し
が
た
い
。
・
こ
こ
で
は
池
田
本
と
対
馬
本
が
密
接
な
関

係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
両
者
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。

　
続
い
て
丁
丁
館
A
本
・
B
本
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
両
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が

あ
る
。

　
　
和
歌
ヲ
詠
ス
ル
事
、
今
本
朝
ニ
チ
ハ
禁
裏
公
家
方
之
業
ニ
シ
テ
、
武
士
ニ
ハ
無
用
之
事

　
　
　
マ
マ
　

　
　
タ
ヲ
見
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
風
流
ニ
シ
テ
イ
ト
ヤ
サ
シ
（
興
譲
館
A
本
よ
り
引
用
）
、

　
「
無
用
寸
寸
タ
ヲ
見
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
」
と
い
う
部
分
は
A
本
・
B
本
と
も
に
見
ら
れ
る
表

現
だ
が
、
全
く
意
味
が
通
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
養
賢
堂
本
系
で
は
こ
の
部
分
は
ど
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
和
歌
ヲ
詠
ス
ル
コ
ト
、
今
本
朝
ニ
チ
ハ
禁
裏
公
家
方
ノ
業
ニ
シ
テ
、
武
士
ニ
ハ
無
用
ノ

　
　
事
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
偏
二
可
捨
義
ニ
モ
非
ス
、
最
志
ヲ
見
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
風
流
ニ
シ

　
　
テ
イ
ト
ヤ
サ
シ
（
養
賢
堂
本
よ
り
引
用
）
、

　
こ
の
よ
う
に
比
べ
れ
ば
、
何
が
起
き
た
の
か
明
白
だ
ろ
う
。
車
塵
館
本
は
両
方
と
も
傍
線

部
分
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ

れ
ぞ
れ
の
史
料
を
見
る
と
、
B
本
で
は
ち
ょ
う
ど
「
タ
」
の
後
で
改
行
し
、
次
の
行
が
「
ヲ
」

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
①
別
の
本
か
ら
改
行
位
置
を
合
わ
せ
て
書
写
し
た
際
に
一

行
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
か
、
②
底
本
と
し
た
本
が
既
に
飛
ば
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
ま

ま
写
し
た
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
B
本
の
事
態
が
生
じ
、
一
行
分
抜
け
て
い
る
B
本
を
書

写
し
て
A
本
が
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
だ
ろ
う
。

　
養
賢
堂
本
系
諸
本
間
の
違
い
も
語
句
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
が
、
東
北
大
図
書
館
本
・
村
上
文

庫
本
は
誤
字
が
目
立
ち
、
さ
ら
に
村
上
文
庫
本
に
は
同
じ
文
章
が
二
度
現
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

完
成
度
か
ら
判
断
し
て
、
養
賢
堂
本
が
こ
の
系
統
で
は
最
も
原
型
を
留
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

二
軸
堂
本
自
体
が
底
本
と
な
っ
て
東
北
大
図
書
館
本
と
村
上
文
庫
本
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性

と
、
こ
の
三
部
と
は
別
に
家
紋
を
「
六
ツ
星
」
・
生
国
を
「
武
州
」
と
す
る
底
本
が
存
在
し
、

そ
れ
が
書
写
さ
れ
て
三
部
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
が
、
確
実
に
指
摘
で
き
る
点
と
し

て
は
、
①
少
な
く
と
も
、
聖
藩
文
庫
系
・
池
田
本
系
・
興
華
甲
本
系
・
養
賢
堂
本
系
の
四
系
統

に
分
類
可
能
で
あ
る
、
②
池
田
本
と
対
馬
本
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
、
③
興
譲
館
本
の
二
部
は
、

全
十
九
冊
の
B
本
が
他
の
『
武
家
諫
忍
記
』
を
書
写
し
た
も
の
で
、
全
六
冊
の
A
本
は
B
本
を

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
、
④
離
調
堂
本
系
統
の
中
で
は
、
養
賢
堂
本
が
最
も
原
型
を
留
め
て
い

る
、
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
指
摘
は
い
ず
れ
も
可
能
性
の
域
に
留
ま
っ
て
お
り
、

今
後
は
更
な
る
史
料
の
発
掘
と
分
析
に
よ
っ
て
事
実
を
確
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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一
一@
『
武
家
勧
懲
記
』
の
比
較

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
部
の
『
武
家
勧
懲
記
』
は
、
そ
の
内
容
か
ら
盛
岡
本
（
以
下
、
盛
岡

本
系
）
と
国
立
公
文
書
書
本
・
村
上
文
庫
本
（
以
下
、
国
立
公
文
書
館
本
系
）
に
大
別
で
き
る
。

　
ま
ず
は
ヨ
コ
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
少
々
長
く
な
る
が
、
盛
岡
本
・
国
立
公
文
書
館
本

を
次
に
引
用
す
る
。
国
立
公
文
書
館
本
と
村
上
文
庫
本
と
の
問
で
違
い
が
見
ら
れ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
村
上
文
庫
本
の
も
の
を
（
）
内
に
記
し
（
表
記
上
の
違
い
は
省
略
）
、
『
武
家

諌
忍
記
』
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
て
お
い
た
。

【
史
料
三
】
盛
岡
本
『
武
家
勧
懲
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ハ
な
　
へ

　
一

ｼ
平
越
中
評
判
定
重
　
　
即
寧
歳

内
室
松
平
加
賀
守
伯
母
　
　
　
　
　
紋
梅
鉢
“

嫡
子
　
　
〔
ア
キ
マ
マ
〕

本
国
参
河
、
生
国
武
州
、
本
荘
久
松
、
摂
津
守
定
長
之
男
、

故
越
中
守
定
綱
ノ
見
分
、
實
ハ

同
名
河
内
守
定
頼
ノ
三
男
也
、
定
長
嗣
層
ナ
キ
故
養
之
云
々
、
コ
ノ
家
傳
委
曲
同
氏
淡
路
守

分
ヨ
リ
　
　
大
将
軍
家
康
公
御
近
習
二
期
候
シ
、
後
御
旗
本
二
毛
テ
御
書
院
生
番
ヲ
司
ト

リ
、

大
坂
両
度
ノ
御
陣
中
与
中
ヲ
支
配
シ
、
夏
合
戦
ニ
ハ
天
王
寺
衆
ノ
挑
戦
二
自
身
手
ヲ
ク

タ
キ
、
軍
忠
ヲ
励
シ
、
勇
名
ヲ
タ
ツ
シ
テ
　
　
両
公
之
御
感
二
預
リ
、
御
恩
賜
ヲ
蒙
り
、
当

領
知
ニ
ウ
ツ
リ
、
弥
勤
口
ヲ
旨
ト
ス
、
男
女
之
息
有
、
嫡
子
豊
後
守
、
二
男
摂
津
守
、
其
ホ

二
女
子
二
人
、
酒
井
七
二
頭
忠
清
・
松
平
肥
前
守
定
経
ノ
内
室
也
、
定
綱
老
後
慶
安
四
年
十

二
月
廿
五
日
六
十
歳
ニ
テ
卒
ス
、
長
子
豊
後
守
父
二
先
立
テ
早
世
ス
、
射
干
弦
二
男
摂
津
守

跡
式
ヲ
拝
領
セ
シ
ム
、
内
室
ハ
松
平
安
藝
守
光
晟
ノ
層
女
タ
リ
、
定
良
屡
勤
候
ノ
三
二
病
気

二
刀
テ
、
居
城
桑
名
ヨ
リ
保
養
ノ
為
ト
シ
テ
公
儀
二
達
シ
、
京
都
二
登
リ
療
治
ス
ト
イ
ヘ
ト

モ
、
不
得
験
気
而
明
暦
三
年
七
月
十
八
日
二
十
六
歳
ニ
テ
卒
去
ス
、
定
良
子
息
ナ
キ
ニ
依
テ
、

同
名
河
内
守
定
頼
ノ
三
男
万
吉
ヲ
以
テ
ニ
三
年
以
前
養
嗣
ノ
儀
ヲ
達
セ
シ
故
、
跡
式
無
相
違

万
吉
二
元
リ
、
於
干
苑
越
中
守
定
重
ト
号
シ
、
当
時
働
猴
ヲ
モ
ツ
ハ
ラ
ト
セ
ラ
ル
、
ト
云
々
、

居
城
勢
州
ノ
内
桑
名
、
本
知
十
↓
万
石
余
、
新
地
発
運
上
課
役
懸
物
等
ホ
カ
ニ
五
万
七

千
石
余
有
、
米
売
前
払
ト
モ
ニ
吉
、
年
貢
所
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
八
ツ
迄
、
拝
大
方
六
ツ
余
二

当
ル
、
家
中
へ
四
ツ
成
、
在
江
戸
ノ
年
輩
有
扶
持
、
外
二
摸
合
有
、
地
二
禽
獣
魚
柴
薪
多
シ
、

土
地
上
々
、
城
本
国
ノ
東
北
、
海
辺
舩
着
、
往
還
ノ
路
地
タ
ル
故
、
所
々
繁
昌
、
諸
事
自
由

叶
フ
、
家
老
久
松
・
奥
平
・
服
部
・
吉
村
、

定
重
武
勇
ヲ
好
ミ
、
弓
馬
ノ
嗜
ミ
専
ラ
ニ
シ
テ
、
或
ハ
和
再
ヲ
詠
吟
シ
、
生
得
発
明
二
行
跡

過
ツ
事
ナ
シ
、
美
小
人
ヲ
ア
イ
セ
リ
、

　
内
評
三
日
、
凡
壇
家
二
備
リ
、
武
勇
ヲ
旨
ト
シ
、
弓
馬
ノ
嗜
ミ
専
ハ
ラ
ナ
ル
事
、
是
武

門
ノ
要
椹
、
最
モ
法
ニ
カ
ナ
フ
、
亦
和
歌
ヲ
吟
セ
ラ
ル
、
事
、
禁
廷
ノ
ロ
ヒ
ニ
シ
テ
、

武
士
ニ
ハ
無
用
ノ
事
也
、
サ
レ
ト
モ
亦
偏
二
捨
ヘ
キ
ニ
非
ス
、
風
流
イ
ト
ヤ
サ
シ
、
、

生
得
発
明
ニ
シ
テ
所
行
過
ツ
事
ナ
キ
ハ
、
自
然
ト
将
威
備
リ
、
誠
二
誉
レ
ノ
人
ナ
リ
、

但
シ
此
面
文
学
ノ
沙
汰
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
人
主
ト
シ
テ
文
武
両
道
ヲ
兼
用
サ
ル
ト
キ
ン
ハ
、

行
フ
処
若
ク
ハ
過
チ
有
ヘ
シ
、
是
只
一
偏
ノ
意
気
ヲ
達
ス
ル
カ
故
也
、
詰
論
前
後
二
述

ル
、
考
へ
知
ヘ
シ
、
畢
寛
勇
将
ト
云
ツ
ヘ
シ
、
行
跡
過
ツ
事
ナ
ク
ン
ハ
、
何
ヲ
以
テ
不

可
ナ
リ
ト
ス
ヘ
キ
、
誉
レ
有
人
ナ
リ
、

【
史
料
四
】

一
松
平
越
中
守
源
定
重

内
室
松
平
加
賀
守
伯
母

嫡
子
　
　
〔
ア
キ
マ
マ
〕

本
國
参
河
、
生
國
武
州
、

孫
也
、

路
守
定
直
之
三
二
書
ス
、

国
立
公
文
書
館
本
『
武
家
勧
懲
記
』

従
五
位
下
、

卯
鮒
五
歳

紋
梅
鉢

本
氏
久
松
、
摂
津
守
定
長
男
、

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

故
越
中
守
定
嗣
　
（
三
綱
）
之

實
ハ
同
名
河
内
守
定
頼
ノ
三
男
、
定
長
（
長
脱
）
嗣
子
ナ
ク
シ
テ
養
之
、
　
　
傳
淡

　
　
　
　
　
　
　
養
祖
父
越
中
守
旧
メ
大
御
番
頭
ヲ
司
り
、
所
々
之
御
陳
役
ヲ

勤
ム
、
就
中
大
坂
之
夏
合
戦
二
天
工
寺
表
二
於
テ
、
自
身
手
ヲ
砕
キ
、
軍
忠
ヲ
励
シ
、
高
名

ヲ
遂
ケ
、
　
両
公
（
欠
字
な
し
）
之
御
感
七
二
預
リ
、
當
領
二
移
リ
、
干
今
胚
軸
ス
ト
云
云
、

居
城
勢
州
桑
名
、
本
知
十
一
万
石
余
、
新
地
開
運
上
課
役
掛
物
等
外
二
五
万
七
千
石
余
在
、

米
売
生
経
共
二
吉
、
年
貢
帰
納
五
ツ
ヨ
リ
七
ツ
八
ツ
迄
、
拝
シ
大
方
六
ツ
余
、
家
中
工
四
ツ

成
、
在
江
戸
之
年
人
世
扶
持
、
外
二
程
合
在
、
地
二
禽
獣
魚
壮
快
多
シ
、
土
地
上
々
、
家
士

民
間
共
二
豊
力
也
、
城
本
國
之
東
北
（
國
仁
杉
）
、
海
辺
舩
ツ
キ
、
諸
事
自
由
叶
ヒ
、
城
本

繁
昌
ス
、
家
老
久
松
・
奥
平
・
服
部
・
吉
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
マ
マ
　

信
頼
　
（
定
重
）
武
勇
ヲ
好
ミ
、
弓
馬
之
嗜
ミ
専
ラ
ニ
シ
テ
、
或
ハ
和
歌
ヲ
翫
詠
ス
、
利
発

（
利
根
発
明
）
甚
過
タ
リ
、
美
小
人
ヲ
愛
ス
、

　
愚
評
議
日
、
武
勇
弓
馬
ヲ
嗜
ム
事
ハ
武
門
之
要
椹
タ
レ
ハ
、
最
モ
可
也
、
和
歌
ヲ
吟
ス
ル

　
事
禁
裏
公
家
方
之
業
ニ
シ
テ
、
武
士
ハ
無
用
之
事
也
、
サ
レ
共
棲
二
可
捨
ニ
ハ
非
ス
、
風

　
流
イ
ト
ヤ
サ
シ
々
、
又
利
根
発
明
過
タ
リ
ト
記
セ
リ
、
然
う
バ
是
ヲ
難
ス
ヘ
キ
事
力
、
利

根
二
迷
フ
ト
云
テ
誠
ム
ル
法
也
、
但
シ
此
將
（
此
將
脱
）
文
学
之
沙
汰
ナ
シ
、
勇
武
ヲ
旨

ト
シ
テ
一
行
共
二
剛
強
ナ
ル
故
、
カ
ク
ハ
云
ナ
ル
ヘ
シ
、
本
文
面
心
（
心
得
）
不
審
在
、

サ
レ
ハ
文
武
両
道
ヲ
兼
用
ピ
サ
ル
ト
キ
ン
ハ
、
必
所
行
二
過
不
及
在
ヘ
シ
、
是
一
偏
之
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
ヲ
達
ス
ル
ニ
依
テ
也
、
　
太
公
日
、
貧
、
、
ハ
・
心
害
ピ
ン
己
、
利
．
、
、
ハ
「
・
心
．
傷
・
身
ヲ
　
、
先
言

誠
二
違
ナ
シ
、
慎
ン
テ
善
道
二
至
リ
給
工
、
畢
寛
勇
將
ト
云
ン
、
不
義
ナ
キ
人
ヲ
難
ス
ル

事
ハ
自
己
却
テ
利
根
ス
ギ
タ
リ
、
大
二
国
司
ス
ン
ハ
在
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
カ
、

　
盛
岡
本
系
と
国
立
公
文
書
田
本
系
は
『
武
家
勧
懲
記
』
と
い
う
書
名
こ
そ
一
致
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
内
容
に
は
か
な
り
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
る
と
、
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次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
1
）
盛
岡
本
系
の
方
が
、
家
の
来
歴
が
は
る
か
に
詳
し
い
。

　
（
2
）
　
「
往
還
ノ
路
地
タ
ル
故
、
所
々
繁
昌
」
と
の
一
文
は
盛
岡
本
系
の
み
、
「
家
士
民

　
　
間
共
二
豊
力
也
」
は
国
立
公
文
書
館
本
系
の
み
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　
（
3
）
本
文
で
の
評
価
が
国
立
公
文
書
館
本
系
で
は
「
利
発
（
利
根
発
明
）
甲
介
タ
リ
」

　
　
と
非
難
さ
れ
て
い
る
の
に
、
盛
岡
本
系
で
は
「
生
得
発
明
二
行
跡
過
ツ
事
ナ
シ
」
と

　
　
逆
転
し
て
い
る
。

　
（
4
）
本
文
の
評
価
を
受
け
、
盛
岡
本
系
で
は
「
愚
評
議
」
部
分
で
も
「
誠
二
誉
レ
ノ
人

　
　
ナ
リ
」
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　
（
5
）
盛
岡
本
系
は
「
禁
廷
」
と
称
す
る
の
に
対
し
、
国
立
公
文
書
講
本
系
は
「
禁
裏
公

　
　
家
方
」
と
す
る
。

　
両
者
の
違
い
は
、
タ
テ
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
る
と
一
層
際
立
っ
て
く
る
。
（
1
）
か
ら
（
5
）

の
点
に
つ
い
て
『
武
家
諌
筆
記
』
と
比
較
す
る
と
、
（
2
）
で
指
摘
し
た
「
家
士
民
間
共
二
豊

力
也
」
と
い
う
国
立
公
文
書
館
本
系
の
表
現
は
『
武
家
諌
書
記
』
の
「
士
民
位
牌
不
窮
」
を

受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
（
3
）
の
「
利
発
（
利
根
発
明
）
甚
過
タ
リ
」
・
（
5
）
の
「
禁
裏

公
家
方
」
も
や
は
り
『
武
家
二
六
記
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

国
立
公
文
書
館
本
系
の
方
が
『
武
家
諌
忍
記
』
の
影
響
が
色
濃
く
、
盛
岡
本
系
は
独
自
の
記

述
が
か
な
り
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
盛
岡
本
系
を
下
敷
き
に
し
て

国
立
公
文
書
館
本
系
が
編
ま
れ
た
可
能
性
は
あ
り
え
な
い
。
国
立
公
文
書
館
系
を
基
に
し
て

盛
岡
本
系
が
作
成
さ
れ
た
（
直
接
関
係
あ
り
）
か
、
原
『
武
家
勧
懲
記
』
が
存
在
し
、
国
立

公
文
書
館
本
系
と
盛
岡
本
系
に
分
岐
し
た
（
直
接
関
係
な
し
）
か
の
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
。

　
国
立
公
文
書
館
本
系
は
、
ど
の
系
統
の
『
武
家
諌
忍
記
』
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
か

考
え
て
み
よ
う
。
『
武
家
諌
忍
記
』
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
①
家
紋
②
生
国
③
年
貢
所
納
④

城
下
／
城
本
⑤
士
民
／
土
民
⑥
和
歌
に
対
す
る
評
価
で
見
る
と
、
国
立
公
文
書
二
本
系
は
①

梅
鉢
②
武
州
③
七
ツ
人
ツ
④
城
本
⑤
家
士
民
間
（
1
1
士
民
）
⑥
和
歌
0
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
⑥
か
ら
ま
ず
聖
藩
文
庫
本
系
は
候
補
か
ら
脱
落
す
る
。
残
る
三
系
統
が
候
補
と
な

る
が
、
池
田
本
系
で
は
②
・
④
・
⑤
、
興
譲
館
本
系
で
は
①
・
⑤
、
養
賢
堂
本
系
で
は
①
・

③
・
④
・
⑤
に
食
い
違
い
が
生
じ
て
お
り
、
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
は
こ
れ
ら
三
系
統
に
は

存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
満
た
す
本
の
存
在
が
想
定
可
能
か
考
え
て
み
よ

う
。
池
田
本
系
は
②
の
生
国
は
ま
だ
下
野
だ
っ
た
の
に
、
⑤
は
既
に
「
土
民
」
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
の
①
か
ら
⑥
ま
で
を
満
た
す
に

は
、
池
田
本
系
よ
り
も
前
に
枝
分
か
れ
を
し
て
先
行
本
か
ら
「
士
民
」
を
引
き
継
ぎ
、
「
下
野
」

↓
「
武
州
」
、
「
城
下
」
↓
「
城
本
」
へ
の
書
き
改
め
が
成
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う

し
た
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、
①
か
ら
⑥
ま
で
す
べ
て

を
満
た
す
本
の
存
在
を
想
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
か
の
系
統
の
『
武

家
諌
忍
受
』
を
ベ
ー
ス
に
、
訂
正
が
施
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
で
は
、
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
の
は
ど
の
系
統
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
④
の
「
城
本
」
に

注
日
し
よ
う
。
こ
れ
は
先
述
の
通
り
、
写
し
間
違
い
に
由
来
す
る
表
現
．
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

池
田
本
系
・
養
賢
堂
本
系
を
下
敷
き
に
し
て
制
作
さ
れ
た
場
合
、
興
譲
館
本
系
『
武
家
諫
忍

記
』
と
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
が
別
個
に
「
城
本
」
と
書
き
間
違
え
た
こ
と

に
な
る
。
先
程
の
事
例
と
同
様
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
既

に
「
城
本
」
と
書
き
間
違
え
て
い
た
『
武
家
寒
地
記
』
の
表
現
を
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武

家
勧
懲
記
』
が
引
き
継
い
だ
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
系
の
『
武

家
勧
懲
記
』
は
、
興
譲
館
本
系
『
武
家
諌
忍
記
』
に
近
い
本
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
家
紋
と
「
土

民
」
を
訂
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
と
興
譲
館
外
系
『
武
家
諌
忍
辱
』
を
比
較
す
る
と
、

両
者
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
の
違
い
は
、

　
（
1
）
　
「
（
和
歌
が
武
士
に
は
無
用
の
事
）
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
偏
二
可
捨
義
ニ
モ
非
ス
、

　
　
最
志
ヲ
見
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
風
流
ニ
シ
テ
イ
ト
ヤ
サ
シ
」
の
部
分
を
削
除
し
て
、

　
（
2
）
家
の
来
歴
と
「
愚
評
議
」
部
分
に
文
章
を
追
加
す
る

と
い
う
二
点
の
み
で
あ
る
。
評
価
は
『
武
家
諌
忍
記
』
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
て
、
特

に
書
き
換
え
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
「
愚
評
議
」
の
追
加
部
分
も
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
に
留
ま

っ
て
お
り
、
松
平
定
重
の
項
を
見
る
限
り
、
国
立
公
文
書
官
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
は
あ
ま

り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
な
い
書
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
削
除
さ
れ
た
の
は
ち
ょ

う
ど
興
譲
心
逸
系
で
問
題
が
み
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』

が
下
敷
き
に
し
た
本
に
も
同
じ
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
盛
岡
本
系
は
独
自
の
評
価
を
下
し
て
お
り
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
別
の
書
物
と
し

て
捉
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
仮
に
盛
岡
本
系
と
し
て
位
置
付
け
た
が
、
盛

岡
本
の
内
容
は
写
本
と
し
て
流
布
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
盛
岡
本
は
全
く
独
自
な
存
在

な
の
か
、
今
後
は
『
武
家
勧
懲
記
』
間
で
も
『
武
家
諌
下
記
』
間
の
よ
う
な
比
較
を
実
施
し

て
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
　
『
土
芥
軍
士
記
』
の
比
較

　
『
土
芥
憲
雌
記
』
は
『
武
家
勧
懲
記
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
く
。
そ
こ
で
、
『
土
芥
憲
鱗
記
』
の
独
自
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
『
武
家
勧
懲
記
』
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と
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

【
史
料
五
】
金
井
圓
校
注
『
土
芥
巨
像
記
』
（
人
物
往
来
社
、
｝
九
六
七
年
）

　
一
松
平
越
中
守
〔
源
〕
定
重
　
幅

紋
梅
鉢
　
　
　
　
　
　
庚
午
二
四
十
七
歳

室
ハ
小
松
中
納
言
利
達
娘
、
松
平
加
賀
守
綱
紀
称
．
一
．
娘
ト
送
之
。

嫡
子
松
平
曲
論
五
郎
　
庚
午
二
十
五
歳

二
男
松
平
内
膳
　
早
世

三
男
松
平
三
郎
助

本
国
参
州
。
生
国
武
州
。
本
姓
菅
原
、
本
名
久
松
也
。
童
名
菊
松
丸
。
実
父
ハ
松
平
前
隠
岐

島
定
頼
之
子
ナ
ル
ヲ
、
松
平
摂
津
守
定
良
為
．
養
子
卜
。
明
暦
三
年
丁
酉
十
二
月
廿
七
日
、
叙

従
五
位
下
、
任
越
中
守
、
寛
文
五
年
乙
巳
之
春
　
養
父
定
良
之
家
督
相
続
ス
。
養
祖
父
ハ
松

平
越
中
守
定
綱
也
。
此
定
綱
ハ
、
久
松
佐
渡
守
定
俊
ニ
子
孫
、
隠
岐
守
定
勝
之
子
也
。

　
系
図
　
松
平
肥
管
守
譜
中
二
肩
甲
、
故
二
不
記
。

居
城
勢
州
桑
名
讐
惣
高
黙
一
　
。
本
知
十
一
万
石
余
、
新
地
開
運
上
課
役
掛
リ
物
置
、
外
二
五
万

七
千
石
余
ト
云
リ
。
米
能
．
生
．
。
払
．
共
二
吉
．
。
年
貢
所
納
五
ヨ
リ
七
．
八
．
迄
、
拝
．
六
．
余

二
当
ル
。
家
中
へ
四
．
。
在
江
戸
年
人
有
り
扶
持
、
外
二
迎
合
ア
リ
。
仕
置
中
ノ
下
襲
。
家
民

哀
憐
ノ
沙
汰
ナ
シ
、
故
二
安
堵
セ
ズ
、
風
俗
，
美
服
ヲ
好
。
四
二
諸
士
勝
手
不
如
意
也
。
是

劃
。
地
二
禽
獣
魚
柴
薪
多
．
。
土
地
上
々
、
城
本
国
之
東
北
、
海
辺
船
着
タ
ル
故

二
、
自
由
相
．
叶
．
。
城
下
繁
昌
ス
。

家
老
　
　
三
輪
権
左
衛
門

　
　
　
　
林
善
兵
衛

　
右
之
外
、
奥
平
・
服
部
・
吉
村
等
有
リ
之
。

定
重
、
武
勇
ヲ
好
．
。
短
気
二
、
血
気
盛
、
ナ
ル
故
ニ
ヤ
、
士
卒
哀
憐
ノ
心
ナ
ク
、
糺
明
吟
味

不
随
一
．
シ
テ
、
士
ヲ
珠
　
，
。
或
ハ
義
ヲ
以
、
暇
ヲ
豊
丘
、

弓
馬
ヲ
好
ト
云
ト
モ
、

和
歌
ヲ
翫
．
、

吟
味
薄
シ
テ
暇
ヲ
出
ス
而
巳
ナ

ラ
ズ
、
奉
公
ヲ
構
。

根
発
明
過
テ
宇
多
シ
。

　
　
　
実
理
ヲ
以
、

且
．
美
小
人
ヲ
愛
ス
ル
事
、 好
二
非
ズ
。
遊
山
＝
遍
也
。
利

骨
髄
二
徹
ス
ル
故
二
、
甚

尊
父
シ
。
文
学
武
学
共
ニ
ナ
シ
。
但
、
近
年
御
近
臣
ノ
二
二
加
リ
、
少
々
人
柄
ヲ
錐
被
嗜
、

動
レ
バ
持
病
再
発
シ
テ
、
人
使
不
宜
故
二
、
家
士
真
実
和
順
二
非
．
。

謳
歌
評
説
云
、
文
武
ノ
学
ナ
キ
ハ
虎
豹
二
無
爪
牙
が
如
シ
。
弓
馬
ヲ
好
ト
モ
、
遊
興
二

而
巳
シ
テ
無
実
モ
、
武
ノ
毛
掛
薄
キ
故
旧
ベ
シ
。
勇
気
甚
、
ク
、
仁
心
ナ
キ
故
二
、
人
使
，

悪
ク
　
小
壁
ヲ
以
大
過
二
順
、
殺
害
シ
、
義
ヲ
以
暇
ヲ
乞
ヲ
モ
不
日
頃
議
暇
．
出
シ
、
奉

公
ヲ
措
。
是
等
ハ
、
文
理
二
暗
キ
故
二
、
武
士
ノ
憤
り
ヲ
不
知
、
血
気
二
任
。
テ
下
知

ヲ
加
故
二
、
道
理
二
不
叶
。
縦
バ
去
，
比
、
家
士
ド
モ
ニ
下
知
シ
、
猿
楽
二
相
雑
リ
、

太
鼓
・
鼓
等
ヲ
可
打
ト
下
知
ス
ル
処
、
否
タ
ル
が
悪
、
ト
テ
　
大
勢
黒
棚
切
腹
。
尤
　
背

ク
主
命
ハ
誤
リ
也
。
忠
ヲ
思
バ
、
身
ノ
浮
沈
ヲ
不
可
顧
。
是
忠
臣
之
法
ナ
ル
ニ
、
背
ハ
罪

也
。
然
ド
モ
巧
、
、
叛
逆
、
、
或
．
法
度
違
犯
ノ
輩
ニ
モ
非
ズ
、
武
士
ノ
威
ヲ
立
ン
ト
テ
主
命

ヲ
背
タ
ル
ハ
、
無
．
智
道
、
理
ヲ
不
知
。
然
、
バ
是
ハ
小
過
ナ
ル
ヲ
、
忽
大
勢
ヲ
被
謙
、

罰
罪
二
過
タ
リ
ト
、
世
，
批
判
ス
ル
処
也
。
閉
門
且
．
追
放
ハ
罪
二
相
応
也
。
是
ト
云
モ
、

無
仁
心
、
人
使
稠
キ
故
也
。
主
将
ノ
士
ヲ
愛
ス
道
二
背
リ
。
中
根
平
馬
ト
カ
や
云
、
軍

使
ノ
侍
、
自
分
ノ
指
物
ス
。
然
，
二
用
人
ト
シ
、
番
指
物
ニ
ス
ベ
キ
由
也
。
中
根
申
、
一
．
云
、

為
，
用
人
ト
事
ハ
、
雛
似
立
心
一
、
番
指
物
二
罷
主
事
、
非
本
意
一
。
勇
士
加
年
望
利
徳
、

名
聞
ヲ
第
↓
ト
ス
。
然
二
、
唯
今
迄
之
自
分
ノ
指
物
ヲ
被
停
止
、
番
指
物
ヲ
指
サ
ン
事

勇
士
ノ
規
模
ヲ
失
が
如
，
。
右
之
指
物
可
有
御
免
、
訴
訟
。
不
叶
。
於
雨
乞
．
暇
．
ヲ
悪

シ
ト
テ
、
奉
公
構
イ
、
暇
ヲ
出
ス
。
混
血
無
吟
味
也
。
布
テ
勇
土
ノ
志
、
ヲ
感
ジ
、
褒
美

シ
テ
可
召
仕
事
也
ト
、
世
人
誹
之
．
。
次
．
近
習
．
出
頭
人
、
堺
町
ニ
テ
野
郎
ヲ
買
イ
、

酒
二
酔
、
主
従
議
了
ニ
ア
バ
レ
、
刀
ヲ
抜
。
ヲ
、
町
人
ド
モ
打
伏
テ
、
刀
ヲ
取
り
、
町
奉
行

十
二
訴
、
、
愈
議
ノ
上
、
定
重
ノ
家
人
二
極
リ
、
相
渡
ス
処
二
、
何
沙
汰
ナ
シ
ニ
成
リ
ヌ
。

親
疎
二
依
テ
、
大
科
モ
被
宥
、
小
過
モ
被
諌
、
罰
分
明
ナ
ラ
ザ
レ
バ
、
賞
モ
亦
恩
遣
．
ル
。

血
気
ノ
暗
潮
ト
云
ベ
シ
。
利
根
過
タ
ル
ハ
不
及
．
二
等
、
。
敬
、
、
ア
ル
ベ
キ
事
欺
。

　
傍
線
部
は
盛
岡
本
系
・
国
立
公
文
書
館
本
系
の
い
ず
れ
の
『
武
家
勧
懲
記
』
に
も
見
ら
れ

な
い
部
分
で
あ
る
。
本
文
の
評
に
「
利
根
発
明
過
テ
害
多
シ
」
と
あ
る
の
で
、
「
生
得
発
明
二

行
言
過
ツ
事
ナ
シ
」
と
評
価
を
改
め
た
盛
岡
本
系
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
以
下
、
国
立
公

文
書
館
本
系
と
比
較
し
て
、
要
点
を
列
挙
し
よ
う
。

　
（
1
）
内
室
・
子
息
・
経
歴
は
『
土
芥
憲
雌
記
』
の
方
が
詳
し
い
。

　
（
2
）
養
父
の
名
前
が
『
武
家
諌
忍
記
』
と
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
「
定
長
」
、
『
土
芥
憲

　
　
雌
記
』
で
は
「
定
良
」
と
な
っ
て
い
る
（
正
し
い
の
は
「
定
良
」
。
た
だ
し
、
盛
岡
本

　
　
の
後
半
は
「
定
良
」
に
改
ま
っ
て
い
る
）
。

　
（
3
）
領
地
に
つ
い
て
は
『
武
家
諌
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
「
仕

　
　
月
中
ノ
下
司
。
家
民
哀
憐
ノ
沙
汰
ナ
シ
、
故
二
安
堵
セ
ズ
、
風
俗
，
美
服
ヲ
好
。
。
故

　
　
　
二
諸
士
勝
手
不
如
意
也
。
是
奢
リ
有
“
青
石
」
と
い
う
部
分
は
「
家
士
民
間
共
二
豊
力

　
　
也
」
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
城
本
」
で
は
な
く
「
城
下
」
に
な
っ
て
い

　
　
る
。

　
（
4
）
本
文
の
評
は
武
勇
・
弓
馬
・
利
根
発
明
・
和
歌
・
美
小
人
の
い
ず
れ
も
『
武
家
勧

　
　
懲
記
』
を
引
き
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
弓
馬
に
つ
い
て
は
「
実
理
ヲ
以
、
好
二
非

　
　
ズ
。
遊
山
一
遍
也
」
と
い
う
新
し
い
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
文
学
武
学
以
下
の

　
　
部
分
も
『
土
芥
冠
雌
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

　
（
5
）
「
謳
歌
評
説
」
は
「
愚
評
議
」
と
は
全
く
の
別
物
で
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
部
分
は
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な
い
。

　
総
じ
て
、
『
土
芥
庵
離
記
』
は
『
武
家
勧
懲
記
』
に
比
し
て
情
報
が
詳
細
で
あ
る
。
特
に

「
謳
歌
評
説
」
で
は
中
根
平
馬
の
一
件
や
出
頭
人
の
騒
動
な
ど
、
家
中
の
内
情
に
関
す
る
情

報
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
特
別
な
立
場
に
あ
る
人
間
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
。
筆
者
は
以
前

『
土
芥
冠
雌
記
』
に
牧
野
成
貞
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
〔
、
そ
う
で

あ
っ
て
も
決
し
て
お
か
し
く
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
甲
府
綱
豊
の
本
文
評
・
「
謳

歌
評
説
」
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
綱
重
三
か
ら
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
m
、
松
平
定
重
の
場
合
、
引
き
写
し
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
『
土
芥
憲
朧

記
』
の
編
者
が
情
報
を
入
手
で
き
る
大
名
と
で
き
な
い
大
名
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
引
き
写
し
中
心
の
人
物
・
新
し
い
情
報
中
心
の
人
物
を
洗
い
出
す
作

業
を
通
じ
て
、
『
土
芥
下
歯
記
』
の
編
者
が
浮
か
び
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
『
暖
酒
記
後
鼻
』
の
比
較

最
後
に
、
『
零
墨
記
後
正
』
と
先
行
諸
本
の
比
較
を
行
お
う
。

【
史
料
六
】
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
『
諌
補
記
後
聞
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　
モ

　
一
松
平
越
中
濫
漫
定
重
　
　
巳
三
ハ
ト
ニ

家
紋
丸
ノ
内
梅
鉢

拾
退
廷
石

園
遠
国
桑
名
城
主

本
国
尾
張
、
生
国
武
蔵
、
本
名
久
松
氏
ニ
テ
、
松
平
摂
津
守
定
良
ノ
養
子
タ
リ
、

定
綱
ノ
孫
分
ナ
リ
、
按
ス
ル
ニ
久
松
ハ
其
先
菅
家
ノ
苗
喬
、
代
々
朝
廷
二
仕
へ
、

故
越
中
守

子
孫
久
松

暦
ト
號
シ
、
有
・
故
尾
州
知
多
郡
二
障
セ
ラ
レ
、
中
興
二
三
リ
弾
正
左
衛
門
野
道
定
ト
テ
同

国
阿
古
屋
ノ
邑
二
障
シ
住
ス
、
国
主
斯
波
ノ
武
衛
二
仕
ヘ
タ
リ
、
道
定
二
六
世
定
氏
男
子
ナ

ク
女
子
ア
リ
、
以
一
色
満
員
ノ
次
男
詮
定
ヲ
迎
ヒ
テ
増
名
跡
ト
ナ
シ
、
家
督
ヲ
令
ン
継
、
詮

定
ヨ
リ
久
松
佐
渡
守
定
俊
迄
、
既
二
十
二
代
阿
古
屋
邑
二
居
住
ス
、
震
二
定
俊
ノ
妻
ハ
　
家

康
公
ノ
御
母
公
ニ
テ
、
勝
俊
・
康
元
・
定
勝
、
此
三
女
子
等
カ
タ
メ
ニ
モ
一
腹
ノ
母
ナ
リ
、

故
二
　
家
康
公
ト
御
同
腹
ノ
兄
弟
タ
リ
、
依
テ
玄
舩
氏
ヲ
改
メ
松
平
姓
ト
ナ
ル
、
夫
元
祖
隠

岐
守
定
勝
ノ
次
男
越
中
守
定
綱
ア
リ
、
定
率
寛
文
十
一
年
七
月
十
六
日
四
四
穿
下
二
叙

ス
、
同
十
二
年
美
四
国
大
垣
ノ
城
六
万
石
ヲ
轄
シ
、
五
万
石
ノ
御
加
速
ア
リ
、
勢
州
桑
名
城

へ
移
り
、
拾
一
万
石
ヲ
領
ス
、
後
慶
安
四
年
十
二
月
廿
五
日
卒
去
、
壽
六
十
歳
、
其
子
定
良

家
督
シ
テ
、
寛
文
四
年
十
二
月
八
日
若
死
畢
、
於
・
是
嗣
子
ナ
シ
、
時
二
同
名
隠
州
定
頼
一
陽

ノ
次
男
定
重
其
遺
跡
相
続
シ
テ
、
勤
候
多
年
ノ
後
元
禄
元
年
十
二
月
廿
五
日
従
四
位
下
二
叙

セ
ラ
レ
、
同
二
年
三
月
二
日
町
御
詰
衆
二
仰
付
ラ
レ
勤
・
之
也
、

内
室
　
家
之
女
房

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
り
こ

嫡
子
　
松
平
因
幡
守
定
達
．
三
1

妻
　
　
大
久
保
隠
岐
守
忠
増
発

定
重
文
道
ヲ
不
・
学
、
武
勇
ヲ
好
ミ
、
弓
馬
ヲ
嗜
ム
コ
ト
専
ニ
シ
テ
、

和
歌
ヲ
翫
詠
ス
、
心
意
発
明
、
利
根
甚
タ
過
タ
リ
、
美
小
人
ヲ
愛
シ
、

生
得
短
慮
ナ
リ
、
或

或
美
女
或
大
酒
ヲ
好

マ
レ
、
酒
狂
ノ
上
ニ
テ
少
々
不
一
ノ
行
跡
ア
リ
ト
唱
フ
、

　
愚
二
日
、
此
将
武
勇
ヲ
好
ミ
弓
馬
ヲ
嗜
ム
コ
ト
、
是
武
門
ノ
要
肉
声
レ
ハ
、
最
モ
可
ナ

　
リ
、
和
歌
ヲ
吟
ス
ル
事
禁
裏
公
家
方
ノ
業
ニ
シ
テ
、
武
士
ハ
サ
ノ
ミ
不
・
好
共
、
不
義
ノ

行
跡
或
非
道
ノ
沙
汰
ナ
ク
、
国
家
ノ
政
法
哀
憐
ア
ラ
バ
、
主
将
ノ
道
二
叶
ヘ
ル
ナ
リ
、

何
程
和
歌
ノ
誉
レ
有
テ
、
利
根
発
明
タ
リ
ト
云
フ
ト
モ
、
不
義
不
行
跡
ニ
シ
テ
家
士
ノ

當
リ
厳
シ
ク
、
憐
ミ
少
ク
、
我
侭
無
道
奢
リ
ヲ
ナ
シ
、
士
卒
ノ
苦
ミ
ヲ
不
兼
、
労
法
ヲ

背
キ
、
五
常
ノ
ー
ニ
モ
不
ン
當
則
ン
ハ
、
如
何
世
ノ
唱
へ
嘲
り
眼
前
ナ
リ
、
去
ハ
武
家
ノ

和
歌
ヲ
誠
ム
ル
ニ
モ
ア
ラ
ス
、
尤
善
ナ
リ
、
亦
利
根
発
明
タ
リ
ト
記
セ
リ
、
然
う
バ
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ン

難
ス
ヘ
キ
コ
ト
歎
、
利
根
二
迷
フ
ト
云
テ
誠
ム
ル
法
ナ
リ
、
但
シ
若
盛
文
武
ノ
沙
汰
ナ

ク
、
勇
武
ヲ
旨
ト
シ
、
謂
行
ト
モ
ニ
剛
強
ナ
ル
故
、
斯
ハ
云
フ
ナ
ル
ヘ
シ
、
本
文
ノ
心

得
不
審
ア
リ
、
去
ハ
文
武
両
道
ヲ
兼
用
ヒ
サ
ル
則
ン
ハ
、
必
ス
所
行
二
過
不
及
可
一
有
、

是
一
偏
ノ
意
気
ヲ
達
ス
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
、
大
公
日
、
心
二
貧
レ
ハ
己
ヲ
害
シ
、
心
二
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ス
レ
ハ
傷
身
ヲ
　
、
光
言
誠
二
違
ヒ
ナ
シ
ト
云
云
、
今
定
重
老
年
二
及
ヒ
、
御
側
ノ

勤
メ
大
儀
ナ
ラ
ン
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
梱
労
不
怠
シ
テ
忠
勤
セ
ラ
ル
、
乍
ン
去
大
酒
ヲ
好
ミ

狂
シ
テ
悪
二
進
ミ
シ
ガ
、
近
年
少
々
慎
ミ
有
ト
見
ヘ
タ
リ
、
此
以
前
七
並
ヨ
リ
出
ル
浪

人
多
シ
ト
ナ
リ
、
但
シ
家
臣
二
俵
妊
邪
曲
ノ
者
ア
ル
カ
、
縦
へ
旧
臣
等
二
俵
好
邪
曲
ア

ル
ト
モ
、
其
利
ヲ
糺
シ
、
政
道
正
順
タ
ラ
ン
ニ
、
其
臣
箏
力
可
・
背
、
亦
主
君
好
悪
ナ
ル

則
ン
ハ
、
臣
忠
孝
ヲ
以
テ
是
ヲ
可
．
・
誠
二
、
主
君
ノ
心
二
癒
シ
、
善
悪
ノ
差
別
モ
ナ
ク
、

一
一
君
臣
凹
凹
ト
離
心
有
テ
、
国
家
治
リ
難
シ
、
只
主
君
ノ
悪
ヲ
好
ム
所
有
ハ
、
身
命

ヲ
軽
シ
、
引
割
シ
テ
、
　
口
道
二
至
ラ
シ
メ
、
世
ノ
批
判
ナ
キ
ニ
執
行
フ
ヲ
目
引
ト
や
云

ン
、
去
ハ
定
重
所
行
如
何
ナ
リ
シ
カ
、
世
間
ノ
唱
へ
宜
シ
カ
ラ
ス
、
然
レ
ハ
其
身
ノ
行

二
依
テ
、
先
祖
子
孫
川
副
リ
、
悪
名
ヲ
得
ラ
レ
ハ
、
慎
ミ
大
方
ニ
チ
ハ
叶
ヒ
難
シ
、
能

々
得
心
ア
リ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
特
徴
を
以
下
に
列
挙
し
よ
う
。

（
1
）
　
本
国
が
三
河
で
は
な
く
尾
張
と
さ
れ
る
。

（
2
）
　
家
の
来
歴
が
、
中
世
に
ま
で
遡
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
本
国
が
尾
張
と
さ
れ
た
の

　
は
、
先
祖
が
尾
州
知
多
郡
に
流
請
さ
れ
た
と
い
う
由
緒
が
見
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

（
3
）
　
領
地
・
家
老
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。

（
4
）
　
本
文
の
評
は
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
を
踏
襲
す
る
が
、
「
文
道
ヲ

　
不
・
学
」
「
生
得
短
慮
ナ
リ
」
「
或
美
女
或
大
酒
ヲ
好
マ
レ
、
酒
狂
ノ
上
ニ
テ
少
々
不
宜
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ノ
行
跡
ア
リ
ト
唱
フ
」
の
三
箇
所
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
『
土
芥
憲
饒
記
』

　
　
　
の
影
響
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
（
5
）
「
愚
案
」
部
分
は
国
立
公
文
書
南
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
を
下
敷
き
に
、
情
報
を
付

　
　
　
け
加
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
追
加
部
分
は
和
歌
に
関
す
る
一
般
論
、
後
半

　
　
　
は
近
年
の
定
重
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
が
、
『
土
芥
憲
雌
記
』
の
よ
う
に
詳
細
な
も
の

　
　
　
で
は
な
い
。

　
『
諌
懲
記
後
正
』
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
国
立
公
文
書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
と
同

様
、
下
敷
き
に
し
た
本
の
記
載
を
受
け
継
い
だ
上
で
、
新
た
に
情
報
を
付
け
加
え
る
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
諫
一
口
後
込
』
と
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
本
国
に
つ
い
て
は

三
河
か
ら
尾
張
へ
と
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
領
地
と
家
老
に
関
す
る
記
載
が
削
除
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
は
明
ら
か
に
『
武
家
勧
懲
記
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
理
由

が
あ
っ
て
『
武
家
勧
懲
記
』
の
該
当
記
事
を
削
除
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
国
立
公
文

書
館
本
系
『
武
家
勧
懲
記
』
に
比
べ
、
積
極
的
に
再
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
書
物
と
の
評
価
も

可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
尾
州
の
由
緒
の
「
発
見
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
後
は
こ
の
情
報
の
入
手
先
を
探
り
、
『
諌
軍
記
受
取
』
の
編
纂
事
情
に
迫
っ
て
み
た
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
長
々
と
「
大
名
評
判
記
」
の
比
較
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
指
摘
し
た
点
を
簡
単

に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
（
1
）
　
『
武
家
諌
忍
記
』
は
聖
藩
文
庫
本
系
・
池
田
本
系
・
興
譲
岸
本
系
・
養
賢
堂
本
系

　
　
　
の
四
系
統
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
内
の
諸
本
は
密
接
な
関
係
に

　
　
あ
る
が
、
中
に
は
池
田
本
と
対
馬
本
の
よ
う
に
系
統
内
で
書
き
換
え
が
な
さ
れ
て
い

　
　
る
も
の
も
あ
る
。

　
（
2
）
　
『
武
家
勧
懲
記
』
は
盛
岡
本
系
と
国
立
公
文
書
二
本
系
に
分
類
で
き
る
。
国
立
公

　
　
文
書
館
本
系
は
興
譲
館
本
系
『
武
家
諫
忍
記
』
に
近
い
本
を
底
本
と
し
て
情
報
が
書

　
　
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
盛
岡
本
系
は
ど
こ
か
の
時
点
で
『
武
家
勧
懲
記
』
が
書

　
　
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
、
国
立
公
文
書
館
本
系
と
は
内
容
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
『
土
芥
冠
離
記
』
は
情
報
が
詳
細
で
、
特
別
な
立
場
に
い
な
い
と
知
り
得
な
い
情

　
　
報
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
4
）
　
『
諌
懲
記
後
正
』
は
国
立
公
文
書
館
系
『
武
家
勧
懲
記
』
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
先

　
　
立
っ
て
成
立
し
た
原
『
武
家
勧
懲
記
』
）
を
底
本
と
し
、
書
き
換
え
・
書
き
加
え
が
施

　
　
さ
れ
て
い
る
。
『
土
芥
憲
雌
記
』
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。

　
本
稿
は
現
時
点
で
ア
ク
セ
ス
で
き
た
「
大
名
評
判
記
」
を
使
用
し
て
の
試
論
に
過
ぎ
ず
、

右
に
挙
げ
た
諸
点
の
中
に
は
、
新
た
な
史
料
の
出
現
に
よ
っ
て
崩
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る

だ
ろ
う
。
今
後
の
議
論
の
叩
き
台
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

ω
共
同
研
究
で
こ
の
名
称
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
も
「
大
名
評
判
記
」
の
用
語
を
使
用
す
る
。

ω
矢
森
小
映
子
「
『
武
家
諫
忍
記
』
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
冠
擁
記
』
『
諫
懲
後
荷
』
諸
本
の
比
較
」
（
『
「
大

　
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
考
察
』
二
〇
〇
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）

　
「
日
本
に
お
け
る
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
姪
呈
日
1
（
研
究
代
表
者
・
若
尾
政

　
希
）
）
。

⑧
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
本
（
以
下
、
聖
藩
文
庫
本
）
、
宮
城
県
図
書
館
養
賢
台
文
庫
本
（
以
下
、
養

　
賢
堂
本
）
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
（
以
下
、
東
北
大
図
書
館
本
）
、
米
沢
図
書
館
年
記
館
本
二
部
（
以

　
下
、
全
六
冊
の
も
の
を
興
譲
館
A
本
、
全
等
九
冊
の
も
の
を
興
帰
館
B
本
と
す
る
）
、
刈
谷
市
立
図
書
館

　
村
上
文
庫
本
（
以
下
、
村
上
文
庫
本
）
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本
（
以
下
、
池
田
本
）
、
対

　
馬
歴
史
資
料
館
本
（
以
下
、
対
馬
本
）
の
計
八
部
を
検
討
し
た
。

ω
盛
岡
市
中
央
公
民
館
本
（
以
下
、
盛
岡
本
）
、
国
立
公
文
書
館
本
（
以
下
、
国
立
公
文
書
館
本
V
、
刈
谷

　
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
本
（
以
下
、
村
上
文
庫
本
）
の
計
三
部
を
検
討
し
た
。

㈲
金
井
圓
校
注
『
土
芥
憲
離
記
』
（
人
物
往
来
社
、
｝
九
六
七
年
）
。
底
本
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

⑥
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

ω
望
月
三
親
第
一
回
報
告
（
二
〇
〇
六
年
五
月
二
十
九
日
）

㈹
聖
藩
文
庫
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
大
名
は
、
他
の
『
武
家
諫
忍
記
』
の
大
名
よ
り
も
時
期
が
早
い
。

⑨
聖
藩
文
庫
本
の
前
に
原
『
武
家
諫
忍
釘
』
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
省
略
し
た
。

㎝
前
後
の
大
名
を
瞥
見
し
た
限
り
「
城
本
」
と
の
表
現
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
は
他
の

　
大
名
家
に
見
ら
れ
る
「
城
本
国
之
…
」
の
部
分
に
引
き
ず
ら
れ
て
生
じ
た
誤
記
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
矢
森
前
掲
「
『
武
家
諌
忍
記
』
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
三
三
記
』
『
諫
懲
後
正
』
諸
本
の
比
較
」
。
拙
稿
「
『
土

　
芥
冠
雌
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
　
－
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
か
ら
一
」
（
前
掲
『
「
大
名
評
判

　
記
」
の
基
礎
的
考
察
』
所
収
）
。

価
拙
稿
「
「
『
土
芥
憲
醗
記
』
レ
ポ
ー
ト
　
一
『
土
芥
窪
窪
記
』
の
作
者
は
誰
な
の
か
一
」
若
尾
政
希
研
究

　
代
表
『
『
土
芥
憲
醗
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
、
二
〇
〇
四
年
。
前
掲
拙
稿
「
『
土
芥
竃
盤
記
』
の
成
立
を
め

　
ぐ
る
一
考
察
　
－
大
名
家
の
配
列
の
比
較
検
討
か
ら
一
」
。

個
若
尾
政
希
「
「
大
名
評
判
記
」
諸
本
に
つ
い
て
」
（
前
掲
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
考
察
』
所
収
）
。
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